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▸ 総括

● 令和７年は、団塊の世代が７５歳以上となり、世代交代が課題となる一方で、“新た

なコミュニティづくり”が進められようとする地域、市街地の再開発により都市環境

や“既存のコミュニティ”が大きく変わろうとする地域、さらには人口減少への対応

が求められる地域など、柏市内のそれぞれコミュニティが抱える地域課題は多種・

多様化しています。

● 本会では、第５期柏市地域健康福祉活動計画の初年度となり、その基本方針とする

「コミュニティエリアごとの包括支援体制と地域づくり」に則り、新たな地域支援

の体制を構築するとともに、関係機関・団体と連携し、本計画に位置付けた各種施

策（アクションプラン）の推進を図ってまいりました。

（１ 事業報告）
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● 特に、「コミュニティ機能の（再）構築」に向けた地域づくりを支援するコミュニ

ティ・ソーシャルワーカー（ＣＳＷ）を専任で配置するとともに、その地域拠点で

ある地域いきいきセンターの増設や新たな担い手確保の仕組み＝「できるの貯金

箱」の取り組みを開始しました。

● また、若年世代の社会活動を支援する柏市紹介動画「撮り旅」作成プロジェクト、

居場所の「あ・えーるテラス」など多世代への支援に努めました。

● そのほか、米不足や食品類の価格上昇による生計の圧迫や不安定化に対して、企

業・団体の協力により、「子ども食堂」や困窮世帯への各種支援を行うことができ

ました。

（１ 事業報告）▸ 総括
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▸ 重点的な取り組み（新たな取り組み）

地域参加のきっかけと活躍の場を広げるため、

地域いきいきセンターを窓口として「好きな

こと」や「得意なこと」を気軽に登録できる

仕組みである「できるの貯金箱」を運用を開

始しました。

（１ 事業報告）

地域ボランティア活動の推進

初年度登録者

１６６名
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▸ 重点的な取り組み（新たな取り組み） （１ 事業報告）

週３日（月・水・金）ラコルタ柏１階にて、どなたでも

来ることができる居場所を新たに展開しました。また２

階等で様々な社会参加イベントを通じ、ひきこもり等、

生きづらさを抱える方の参加・活躍の機会を提供し、人

と社会のつながりをつくる支援を行いました。

「ひきこもり」などの人への社会参加支援
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▸ 重点的な取り組み（充実・強化） （１ 事業報告）

コミュニティ・ソーシャルワーク機能の強化

地区社会福祉協議会をはじ

めとする地域福祉活動の支

援強化を目的に、本会地域

担当職員を生活支援体制整

備事業の支えあい推進員と

して専従化を進めるととも

に、地域いきいきセンター

との連携強化を図り、地域

課題への対応力と地域づく

り支援の向上を図りました。

個人
ボラ

包括支援
センター

民生委員

ケアマネ

支えあい
団体

サロン
通いの場

健康づくり
推進員

企業
NPO

社会福祉
法人

町会
自治会

地域福祉

活動の推進

ふる協
地区社協ＣＳＷ

CSWとして活動する職員たち
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▸ 重点的な取り組み（充実・強化） （１ 事業報告）

市内１２か所目となる高田・松ケ崎地域い

きいきセンターを開設し、相談支援体制や

地域づくり等の取り組みを拡充するととも

に、令和８年度の１３か所目の整備に向け

て、市担当課や地域との調整を進めました。

地域いきいきセンターの増設

高田・松ケ崎地域いきいきセンター
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▸ 重点的な取り組み（充実・強化） （１ 事業報告）

いつまでもその人らしく地域生活を送れるよ

う要支援者等の重度化予防のモデル実施と検

証を行いました。また、令和８年度からの全

市展開に向けて、地域包括支援センターとと

もに効果的な事業推進と円滑な連携体制の構

築に取り組みました。

要支援者等の重度化予防支援の拡充

モデル件数

６地域４６件
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▸ 重点的な取り組み（充実・強化） （１ 事業報告）

スクールソーシャルワーカーや生活困窮者の

自立支援機関「あいネット」と連携し、生活

困窮状況にある子育て世帯や生活上の課題を

抱える若者に対して食品や日用品等の提供に

よる支援を行いました。また、市内外の事業

者からの食品類の寄付をもとに、セーフティ

ネット基金も活用しながら、こども食堂等の

安定的な運営支援を行いました。

生活困窮した子育て世帯へ食品類の支援
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▸ 重点的な取り組み（充実・強化） （１ 事業報告）

アルツハイマーデイに合わせて、地域包括支援セン

ターと協働するなど、市内各所で望みノートの普及と

意思決定支援の啓発に努めました。

ノート配付後はフォローアップとして、地域のサロン

等と協働で出前講座を開催し、その利用の促進を図り

ました。

望みノートの更なる普及とフォローアップの強化

出前講座参加者

４１８人
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▸ 重点的な取り組み（調査・研究） （１ 事業報告）

中期経営計画３か年戦略の検討

社協本来の役割や使命、財源等を踏まえ、既存事業の見直しを行い、優先事業を検討しま
した。また、令和８年度の人事給与制度の見直しに向け、関連規定の改正と組織・定数の
検討を行いました。

会費・寄付等の多様な納付方法の導入

会費や寄付金の納付方法の多様化を図るため、オンラインプラットフォーム「Syncable」
を導入しました。令和８年度より運用を開始し、市内へ広く周知していく予定です。
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▸ 重点的な取り組み（調査・研究） （１ 事業報告）

多文化共生の理解促進の調査と研究

市内社会福祉法人の外国人介護職員を対象としたニーズ調査に基づき、支援担当職員向け
のオンライン研修を実施しました。引き続き、外国人介護職員、主任職員、法人経営者を
対象とした研修をはじめ、外国人本人と家族が安心して暮らせる地域づくりに取り組みま
す。

新たな権利擁護支援策の研究

身寄りのない高齢者等への支援策等について、全国のモデル事例の聴講や先進自治体への
視察を行い、県社協・柏市と事業内容や課題の把握等の情報共有を図るとともに、かしわ
福祉権利擁護センター運営委員会や本会理事部会等で有識者の意見を聴取しました。



14

▸ 決算書類説明 （２ 決算報告）
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▸ 資金収支計算書 （２ 決算報告）

科 目 決算額 前年度 前年比（増減）

事 業

会費収入 34,853,591 34,870,317 ▲16,726

分担金収入 18,762,833 8,200,000 10,562,833

寄附金収入 8,730,029 6,826,112 1,903,917

補助金収入 413,969,363 419,717,196 ▲5,747,833

受託金収入 428,881,741 385,680,654 43,201,087

助成金収入 1,330,000 0 1,330,000

事業収入（貸付・介護含む） 43,992,119 40,567,745 3,424,374

その他収入（利息・負担金含む） 4,417,391 4,490,030 ▲72,639

施 設 施設整備等補助金収入 40,000 0 40,000

その他
積立資産取崩収入 4,390,153 17,452,857 ▲13,062,704

その他の活動による収入 0 6,500 ▲6,500

－ 前期末支払資金残高 148,066,416 137,702,077 10,364,339

収入合計 1,107,433,636 1,055,513,488 51,920,148

［収入の部］ （単位：円）

（内部取引消去）
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▸ 資金収支計算書：収入 （２ 決算報告）
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▸ 資金収支計算書：勘定科目別支出 （２ 決算報告）

科 目 決算額 前年度 前年比（増減）

事 業

人件費 683,963,014 629,951,321 54,011,693

事業費 31,993,054 34,650,804 ▲2,657,750

事務費 154,798,286 163,165,682 ▲8,367,396

貸付事業費 23,213,481 23,105,700 107,781

分担金支出 18,762,833 8,200,000 10,562,833

助成金支出 40,254,800 40,265,600 ▲10,800

負担金支出 0 152,000 ▲152,000

施 設
固定資産取得 628,760 473,000 155,760

ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ債務の返済 3,309,130 858,880 2,450,250

その他 積立資産支出 20,203,427 6,624,085 13,579,342

支出合計 977,126,785 907,447,072 69,679,713

（内部取引消去）

［支出の部］ （単位：円）
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▸ 資金収支計算書：事業別支出 （２ 決算報告）

（内部取引消去）

［支出の部］ （単位：円）

事業名 決算額 前年度 前年比（増減）

社福

法人運営 176,754,938 154,294,991 22,459,947

地域福祉推進 381,761,555 354,614,015 27,147,540

共同募金配分金 21,041,021 22,982,424 ▲1,941,403

施設管理運営 113,273,064 109,289,085 3,983,979

資金貸付基金運営 76,540,244 67,935,000 8,605,244

公益
施設管理運営 15,300,341 17,853,307 ▲2,552,966

在宅福祉サービス 192,455,622 180,478,250 11,977,372

支出合計 977,126,785 907,447,072 69,679,713
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▸ 資金収支計算書 （２ 決算報告）
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▸ 資金収支計算書（主な増減理由と経営指標） （２ 決算報告）

■分担金収入・支出の増
分担金とは、サーバー費用やネットワーク保守料などの共通経費について、法人本部で各事
業から徴収し、一括で支払うためのもの。令和7年度は、共通経費として取り扱う項目が増加
したため、分担金収入・支出ともに増額となった。

■補助金収入の減
主な減少要因
①福祉サービス利用援助事業
補助金収入の減 ▲2,286千円
（人件費減少に伴うもの）

②共同募金配分金収入の減
▲1,941千円

サービス区分 金額

こどもの居場所支援及び食材保管庫管理事業 +1,532千円

生活支援体制整備事業 +15,849千円

社会参加イベント開催事業 +5,239千円

総合福祉センター施設管理事業 +2,134千円

重層的支援体制整備事業 +3,559千円

ファミリーサポートセンター事業 +2,289千円

沼南地域包括支援センター事業 +8,530千円

■受託金収入の増
主な増加要因
（人件費増加に伴うもの）
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▸ 資金収支計算書（主な増減理由と経営指標） （２ 決算報告）

■積立資産取崩収入の減
令和6年度には、大きな積立資産の取崩があったが、令和7年度は同様の取崩がなかった
ため、減少となった。

■人件費支出の増
主な増加要因
①給与のベースアップ
②契約職員の賞与の増加（勤勉手当の追加）

■積立資産支出の増
退職給付引当資産への積立として、12,493千円を計上したため。

収入合計額 1,107,433,636円 － 支出合計額 977,126,785円

当期末支払資金残高 130,306,851円（次期繰越）

［前年度 148,066,416円（前年比▲17,759,565円 ）］
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▸ 資金収支計算書（主な増減理由と経営指標） （２ 決算報告）

■事業活動資金収支差額率

R５ R６ Ｒ７

1.8％ 0.1％ 0.2%

事業活動
収入

799,841,997 900,352,054 954,937,067

事業活動
支出

785,073,797 899,491,107 952,985,468

事業活動
資金収支差額

14,768,200 860,947 1,951,599

［事業活動資金収支差額÷事業活動収入×100（％）］

収益性を確かめるための指標。
資金の収入支出のバランスを示
す指標で、資金獲得能力を示す。
プラスであることが要求される

■当期末支払資金残高

R５ R６ R７

事業活動
収入月分

2.1月 2.0月 1.6月

137,702,077 148,066,416 130,306,851

［流動資産－流動負債］

安全性を確かめるための指標。
運転資金を意味する。
一般に事業活動収入の2～4か月
程度を目安とする
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▸ 事業活動計算書 （２ 決算報告）

科 目 決算額 説明

サービス活動増減差額 ▲35,573,031
本業（福祉サービス）における利益
［前年比：▲21,377千円］

経常増減差額 ▲31,878,713
総合的な収益（経常利益）
［前年比：▲21,277千円］

当期活動増減差額 ▲31,870,658
1年間の経営成績（当期純利益）
［前年比：▲13,847千円］

当期末繰越活動増減差額 197,566,513
当期活動増減差額＋前期繰越活動増減差額
［前年比：▲23,929千円］

次期繰越活動増減差額 197,829,437
当期末繰越活動増減差額+積立金取崩－積立

［前年比：▲31,607千円］

（単位：円）
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▸ 事業活動計算書（主な増減理由と経営指標） （２ 決算報告）

■サービス活動増減差額

R５ R６ Ｒ７

▲7,596,520 ▲14,195,765 ▲ 35,573,031

サービス
活動収益

780,283,574 877,206,026 928,719,438

サービス
活動費用

787,880,094 891,401,791 964,292,469

［サービス活動収益－サービス活動費用］

収益性を確かめるための指標
法人本来の事業活動の成果で
あり、安定的、継続的に福祉
サービスを提供するためには、
プラスであることが望ましい

（単位：円）

※主なマイナス要因

① 退職給付引当金繰入額の増  +12,500千円増

② 賞与引当金繰入額の増 +4,000千円

③ 徴収不能引当金繰入額・徴収不能額の増 +4,280千円増

④ 減価償却費の増 +1,949千円増



25

▸ 貸借対照表（主な増減理由と経営指標） （２ 決算報告）

科 目 決算額 説明

流動資産 258,025,247
前年比：▲2,249千円
現金預金の減

固定資産 772,099,665
前年比：5,419千円
有形リース資産契約による増
退職給付引当資産の積立による増

流動負債 178,299,549
前年比：21,994千円
事業未払金・未払費用の増
賞与引当金の増

固定負債 110,576,731
前年比：21,322千円
リース債務の増
退職給付引当金の増

純資産の部 741,248,632

前年比：▲40,147千円
国庫補助金等特別積立金の取崩による減
各積立金の取崩による減
次期繰越活動増減差額の減

（単位：円）
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▸ 貸借対照表（主な増減理由と経営指標） （２ 決算報告）

R５ R６ R７

165％ 167％ 145%

流動資産 286,283,534 260,274,483 258,025,247

流動負債 173,879,406 156,304,737 178,299,549

安全性を確かめるための指標。
短期(1年以内)に支払義務のある
負債と現金化できる資産の比率
で短期的な支払能力を見るもの
200％あれば十分と言える

（単位：円）

■流動比率 ［（流動資産÷流動負債）×100（％）］

■純資産比率

R５ R６ R７

76％ 76％ 72%

純資産 807,695,829 781,395,941 741,248,632

総資産 1,066,058,404 1,026,954,825 1,030,124,912

［（純資産÷総資産）×100（％）］

安全性を確かめるための指標。
値が高いほど負債の支払負担が
小さく、長期持続性が高い50％
以上が望ましいが、値が高い場
合でも大規模改修等の積立が確
保されていることが望ましい
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▸ 社会福祉充実残額 （２ 決算報告）

［本会における社会福祉充実残額の算定］

（１万円未満切捨） ▲694,220,000円
※０円以下となり

社会福祉充実計画の策定なし

社会福祉法人は、その保有する財産について、事業継続に必要な財産を控除したうえ

で、再投下可能な財産（社会福祉充実残額）がある場合は、地域の福祉ニーズ等を踏

まえ、社会福祉充実計画を策定し、当該財産を地域公益活動に活用していくことが求

められている（社会福祉法第55条の2）

活用可能財産 活用中の不動産等 年間事業活動支出

571,425,893円 －（312,669,388円  ＋ 952,985,468円）
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